
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２４年 ５月３１日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関番号：３２１０３ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2009～2011 

課題番号：２１５００２６２ 

研究課題名（和文） 鯨類の社会的認知に関する比較認知科学的研究 

                     

研究課題名（英文） Comparative Cognitive Science of Social Cognition in Cetaceans 

 

研究代表者 

中原 史生（NAKAHARA FUMIO） 

常磐大学・コミュニティ振興学部・教授 

 研究者番号：10326811 

研究成果の概要（和文）：鯨類がどのようにして個体や種を認識しているかを探るために、飼育

下のハンドウイルカとハナゴンドウを用いて、聴覚および視覚による弁別実験を行った。視覚

による弁別実験の結果から、種の違い、および個体の違いを全身画像に基づいて弁別できるこ

とが示唆された。今後、現在実施中の視覚と聴覚を統合した個体弁別実験の結果を踏まえ、鯨

類における聴覚情報と視覚情報を統合した社会的認知機構について考察を行う予定である。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to explore how cetaceans recognize individuals and species, 
visual and audio discrimination experiments were conducted with captive bottlenose 
dolphins and a Risso’s dolphin. The results of the visual discrimination experiments 
suggested that the dolphins discriminate pictures of different individuals and species. The 
social cognition mechanism which unified the auditory and visual information in cetaceans 
is due to be considered in an ongoing study. 
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１．研究開始当初の背景 
 動物の社会的認知に関する研究は、これま
で主に霊長類や鳥類を対象として行われて
きており、多くのデータが集まりつつある。
霊長類における研究からは、彼らは音声や視
覚情報によって社会的関係を分類でき、さま
ざまな個体の関係も比較できることがわか
ってきている。 

鯨類、とりわけマイルカ科の鯨類は多様で
複雑な社会を形成する動物である。近年、こ

れまで霊長類にのみ見られると考えられて
きた事象が鯨類でも報告されており（例えば
時間的に複雑な音声交換や、模倣、自己認知
など）、動物のコミュニケーションや心の進
化を研究する上で、鯨類は重要な位置を占め
るものと考えられている（Nakahara 2002）。
しかしながら、彼らが水中で生活する大型動
物であることから、実験のために飼育するこ
との難しさ、実験条件としての社会的変数を
操作することの難しさ、自然条件下で示され



る社会的認知能力を観察することの難しさ
などから、その社会的認知に関する研究はほ
とんど行われてこなかった。 

このような研究環境の中、多くの水族館で
飼育されているハンドウイルカを対象とし
て、音声による個体認知に関する研究が国内
外で行われてきた（Nakahara & Miyazaki 1997, 
Sayigh et al. 1999）。離合集散型社会のハ
ンドウイルカでは個体に特徴的なシグネチ
ャーホイッスル（SW）という音声の存在が指
摘されており、SW は個体認知を行ううえで重
要な役割を果たしていると考えられてきた。 

研究代表者は、過去に、水族館で飼育して
いるハンドウイルカを対象とした実験を行
っており、既知個体と未知個体の SW に対し
て異なる反応を示すことから、SW による個体
識別の可能性を示唆している（Nakahara & 
Miyazaki 1997）。実験上の制約（水族館で飼
育している個体は基本的にショーに出演し
ていることもあり、時間的制約、トレーニン
グ内容の制約を受ける）があり実験を継続す
ることができなかったが、彼らが親子や血縁
関係、パートナーなどの社会的な関係を音声
によって分類できているのか、疑問が残った。 

また、シャチやコビレゴンドウをはじめ、
体色に個体的な特徴や血縁関係を示す特徴
が現れる種がいることから、視覚情報も社会
的認知に大きな役割を果たしている可能性
が考えられる。にもかかわらず、鯨類におい
て視覚情報を用いた社会的認知に係る研究
は全く行われておらず、研究の必要性を感じ
た。 
 
２．研究の目的 
社会的認知は社会生活を行うすべての動

物において重要である。ヒトやヒトに近縁の
霊長類は優れた視覚を持っており、視覚的手
がかりをもとに種や個体の認知を行ってい
る。水中で生活している鯨類においては聴覚
の重要性が指摘されている。にもかかわらず、
ハンドウイルカなど一部の種において鳴音
による個体認知の可能性が示唆されている
ものの、鯨類において鳴音や外部形態といっ
たものが社会的認知に果たす役割について
は十分に解明されていない。本研究では、マ
イルカ科の鯨類を対象として、聴覚的、視覚
的に呈示された他個体の個体認知や種の認
知について検討する。そして、動物の社会的
認知における視覚や聴覚の役割、それらの統
合に関する新たなデータを提供し、ヒトを含
む霊長類とは異なる過程で進化をしてきた
鯨類の認知機構について考察を行う。 
 
３．研究の方法 
(1)実験Ⅰ：視覚による種弁別 

被験体は、九十九島水族館で飼育中のハン
ドウイルカ 1個体とハナゴンドウ 1個体であ

る。呈示刺激として、イルカ 7種（ハンドウ
イルカ、ハナゴンドウ、カマイルカ、コビレ
ゴンドウ、シャチ、ハセイルカ、オキゴンド
ウ）の全身画像各 5枚を用いた。 
実験に先立ち、被験体の視線計測が可能か

どうか検討を行った。イルカ類では眼球の構
造がヒトとは大きく異なることから、ヒト用
に開発されたアイトラッキングを用いるこ
とはできない。そこで、CCD カメラで収録し
たイルカの頭部の向きと視軸から、被験体の
視線を推測する方法を用いた。TV モニター中
央下部に設置した CCDカメラおよび後方に設
置したビデオカメラの映像から被験個体の
注視方向（左・中央・右）を推定し、撮影コ
マ数から注視時間を計測した。 
弁別実験には、選好注視課題と馴化‐脱馴

化課題を用いた。選考注視課題では、4 枚の
画像を同時に 60 秒間呈示し（うち 3 枚は同
一種で、1枚のみ異種）、自由遊泳時の被験体
の各画像前の停止注視時間をビデオカメラ
映像の撮影コマ数から計測した。馴化‐脱馴
化課題では、TV モニターを使用して同種の画
像に馴化させた後、同種と他種の画像合わせ
て 2枚を同時に提示し、各画像の注視時間を
計測した。馴化呈示は 2秒間とし、インター
バル 1 秒間を挟んで 3 セット行い、その後、
5 秒間の試験呈示を行った。画像はランダム
な組合せ・順番で提示され、8～10 トライア
ルからなるセッションを 6セッション行った。 
 

(2)実験Ⅱ：視覚による個体弁別 
被験体は、九十九島水族館で飼育中のハン

ドウイルカ 1個体とハナゴンドウ 1個体であ
る。呈示刺激として、被験体と同種である 6
個体の全身画像各 10 枚を用いた。 
実験の方法は実験Ⅰの選考注視課題と同

様である。 
 
(3)実験Ⅲ：聴覚による個体弁別 
 九十九島水族館で飼育中のハンドウイル
カ 2 個体、ハナゴンドウ 1 個体の自由遊泳、
トレーニング時、プログラム時の鳴音を収録
し、各個体が発したホイッスルのタイプ分け
を行い、タイプ毎の発生頻度を調べた。特に、
鳴き交わし時に発していたホイッスルタイ
プの発声頻度から、各個体のシグネチャーホ
イッスルの特定を行った。 
 
(4)実験Ⅳ：視覚と聴覚を統合した個体弁別 
 被験体は、九十九島水族館で飼育中のハン
ドウイルカ 1個体である。実験には期待違反
法を用いた。被験体に同種個体 Aの鳴音と画
像を呈示する。次いで、個体 Aの鳴音と個体
B の画像を呈示する。もし鳴音が同じ個体の
画像を想起させるなら、鳴音に続いて他の個
体の画像が呈示されれば、期待を裏切られた
被験体は、その刺激に対する注視行動を変化



(2)実験Ⅱ：視覚による個体弁別 させると考えられる。呈示刺激として、被験
体と同種である 4個体のシグネチャーホイッ
スルと全身画像各 10 枚を用いた。 

ハンドウイルカは訓化呈示で用いた個体
とは異なる個体の画像を長く注視しており、
個体の違いを全身画像に基づいて弁別でき
ることが示唆された（図 4）。 

 
４．研究成果 

 (1)実験Ⅰ：視覚による種弁別 
 視線計測の結果、視線を左右に判別できな

いケースが多かったものの、平均 39.6％の確
率で視線を推測することができた。 

 
 
 選好注視課題の結果、自由遊泳実験である

ことから画像前停止時間は実験時間に対し
て短いが、同種画像と異種画像を弁別し、異
種画像を注視していることがわかった（図 1）。 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 1 選好注視課題における 
ハンドウイルカの画像注視時間 

 
馴化‐脱馴化課題の結果、被験体とは異な

る種の画像を長く注視していた（図 2、図 3）。
このことから、ハンドイルカ、ハナゴンドウ
ともに、同種と他種を全身画像に基づいて弁
別できることが示された。他種間での画像の
注視時間に差はみられなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 馴化‐脱馴化課題における 
ハンドウイルカの画像注視時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 馴化‐脱馴化課題における 
ハナゴンドウの画像注視時間 
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図 4 馴化‐脱馴化課題における 
ハンドウイルカの画像注視時間 

 
ハナゴンドウでも同様の実験を実施した

が、実験途中で行動が崩れてしまい、データ
を取ることができなかった。今後、手法を変
えて実験を行う予定である。 
 
(3)実験Ⅲ：聴覚による個体弁別 
 各個体が自由遊泳時、トレーニング時、プ
ログラム時に発していたホイッスルの解析
を行った結果、鳴き交わし時に個体に特徴的
なホイッスルを用いていること、協力行動時
に特定のホイッスルを発している可能性が
あることが示唆された。 
 
(4)実験Ⅳ：視覚と聴覚を統合した個体弁別 
本実験は、現時点でまだ終了していないが、

現在も視覚と聴覚を統合した個体弁別実験
の訓練を実施中である。この実験結果を踏ま
えて、鯨類における聴覚情報と視覚情報を統
合した社会的認知機構について考察を行う
予定である。 
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